
○○○福祉推進委員会会則（モデル）
【平成○○年○月○日一部修正】
（名称及び事務所）
第1条 本会は、○○○福祉推進委員会（以下「委員会」）と称し、事務所を委員長宅におく。
（目　的）
第2条 本会は、町内の高齢者世帯などの福祉ニーズを把握し、町内住民の参加のもとに、見守り活動を基本とした日常生活支援活動などの地域福祉活動を進め、また福祉の啓発活動などを通じて、町内の住民が安心して暮らせる福祉のまちづくりを目的とする。
（事　業）
第3条
本会は、第2 条の目的を達成するため次の事業を行う
（1）町内の高齢者世帯等に対する情報及び福祉ニーズの把握
（2）町内の高齢者世帯等に対する見守り活動
（3）福祉ニーズに応じた支援活動
（4）支援活動に参加協力する「住民協力員※」の募集と活動の促進
（5）地域住民に対する在宅福祉の啓発活動
（6）その他、地域住民の福祉増進に関する事業の企画、推進
（推進委員会の構成）
第4条
委員会は、町内の下記の者で組織する。
（1）町内会の役員
（2）民生委員・児童委員
（3）青少年育成委員
（4）その他福祉活動に熱意がある者
（福祉推進員）
第5条
委員会は、第3 条の活動を円滑に進めるため、委員会構成員の中から「福祉推進員」を○○名選出する。
 2　「福祉推進員」は、主に次の活動を行う。
（1）町内会の役員、民生児童委員と連携のもとに、町内の高齢者世帯、障がい者世帯、子育て中の世帯等に関する情報及び福祉ニーズの収集整理。
（2）支援活動に参加、協力する「住民協力員※」との連絡調整。
（3）○○○地区社会福祉協議会（福祉のまち推進センター）との連絡調整。
（役　員）
第6条
本会に次の役員を置く。
（1）委員長
  1 名
（2）副委員長
若干名
（3）班長
若干名
 2　役員は、委員の互選により選出する。
 3　役員の任期は2年とし、再任を妨げない。
 4　補欠による役員の任期は、前任者の残任期間とする。
（役員の任務）
第7条
役員の任務は、次のとおりとする。
（1）委員長は、本会を代表し、会務を統括する。
（2）副委員長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。
（3）班長は、住民協力員※をまとめて援助活動を行う。
（役員会の開催）
第8条
役員会は、必要に応じて委員長が招集し、委員長が議長となる。
（委員会の開催）
第9条
委員会は、必要に応じて委員長が招集、委員長が議長となる。
（委員会の経費）
第10条
委員会の経費は、町内会費、助成金、寄付金、その他の収入によるものとする。
（守秘義務）
第11条
この活動で知り得た個人の情報は、活動関係者以外には漏らしてはならない。
（その他）
第12条
この会則に定めのない事項は、委員会において協議のうえ定める。
〔附　則〕
この会則は、平成〇○年〇○月〇○日から施行する。
※実際には「住民協力員」を置かない地区もあります。

